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題
し
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國
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右
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立
の
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過
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度
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本
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统
の
逐
條
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判
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詳
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紙
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關

.係
か
ら
不
本
意
な
が
ら
前

f

以
て
一
應
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ね
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立
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就
て
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そ
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間
に
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ま
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れ
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諸
計
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介
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史
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築
し
た
も
の
と
恐
わ

4

る
が
、
雨
氏
の
面
目
を
怿

へ
且

っ
興
味
す
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
：本
歡
議
中

K;
-

平
i

本

裳

め

：

「

社

- #
#

障
.
へ
：
 

の
逸」

が

公

刊

.せ
ら
れ 
>

’ま
た
校
疋
中
に
促
谈

.保
險
•組
合
述
合
會
編
集
の

「

此

會

保

聚

雜

-1

_.(

ー
 

九
五
一
ギ
版

* w

が
公
刊
せ
ら
れ
た
が
こ
れ
を
參
考

.

す
る
晬
[!
1

]
の
餘
裕
が
金
く
々
か
つ
た
こ

.
と
を
泜
憾
と
す
る
。
 

：. 

：
‘：

 

.

.
四

、

_本
稿
の
主
妞
た
る
社

#

保
膝
に
關
す
る
硏
究
に
就
て
ば
、
文
部
省
の
科
學
硏
究
费
の
交
付
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摩
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木
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れ
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お
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、
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ナ
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數
の
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々
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の
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褪
度
や
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办
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得
な
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問
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な
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摑
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あ
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。
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；
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忙
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あ
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發
潔
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度
^̂
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そ
の
中
心
は
依
然

0
1木
、
人

ロ

冏

題

で

あ

つ

て

、

.

.傾
聽
す
べ
き

'多

く

、を

會

む.が
、
何
分
愈
り
に
膨
大
で
且
つ
戰
後
の
特
殊

^
情
と
無
關
係

^
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ざ
.か
^-
:
ら

.
#で
味
觸
れ
な
：い
；0へ
遲

被

咋

^
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^

?樣
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；
^

に
於
て
滯
布
中
の
硏
究
結
姐
を
發
表
し
た
の
で
あ
る
。
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博
士
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戰
爭
に
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つ
て
縮
小
し
た
日
术
の
國
土

 

•资
源
•
施
設
と
、
絶
に
增
加
し
た

• 人
：：！

と
の
不
均
衡
を
概
觀
し
、
問
題.を
提
起
し
て
，
. 

:

日
ぐ
^
日
本
ば
規
在
.の
政
治
的
.
.
^
經
濟
.的
疋
從
人
ロ
的
條
件
の
：下
：：に
於
：て
、
|自
立
國
と
氣
炒
柢
當
良
紙'な
疮
活
水
幣
を
維
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あ
る
だ
ろ
ぅ
が」

と
。
■彼
は
先
•ず
現
味
の
經
濟
狀
態
を
分
析
し
、
農
業
は
^
の

十

年

間

に

一：：

割
.の
增
產
が
可
能
と思

. ：

わ
^
る
が
、，
そ
れ
沈
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:主
と
し
て
馬
鈴
薯
及
び
甘
肩
に
つ4
て
ゾ
あ
'づ
て
、
貯
藏
や
利
用
法
に
多
く
の
問
題
が
あj
、
.来
麥
'に
比
し
☆
極
め
'て
不
安
定
でr

結
爵 

,r

依
然
食
糧
の
大
量
，を
輸
ル
し
續
け
ね
ば
な
ら
ぬ

」

。
鑛
產
物
は
あ
る
植
の'も
•の
は
相
當
量
に
*
在
す
る
が
、
.生
産
'費
の
點
.で
問
題
が
あ
-
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办
、、姆
篇
め
ぢ
ウ
は
通
セ
輸
入̂
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
省
精
を
說
明
す
る
ァ
次-
產
業
施
設
彥
ー
岌
し
ー
戰
爭
に
よ
名
破
壞
を
復
舊
す̂ 

:に
^:
:
多
木
の
'資
本
の
狐
要
：取
る.こ
4
>
:況
や
先
進
國
と
競
攀
し$
る
程
度
に
向
玉
旮
し
め
る
に
は
國
內
資
本
で
は
到
底
不
可
‘能
で
、
外
瞰
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資
本
め
導
入
; 5
:
必
要
と
す
る
が
^ .
そ
れ
贮
は
有
利
な
市
揚
が
確
保
さ
れ
ね
ば.な
ら
ぬ
。
德
^
に
ゝ「

今
の
と
こ
5 :
國
內
に
も
外
國
に
も
_か
よ 

ぅ
故
流
場
が
翁
勝
し
つ
；-

る̂
證
據
ば
殆
ど
な
：.い
乂
：郎
ち
0.
'
本
：の
- X
業
及
.び
海
運
篆
.の
復
興
は
緩
慢
で
且
つ
多
く
の.困
難
”に
遭
遇
す
る
士 

信
ず
べ
先
多
く
の
理̂

が
あ
る
^

^
に
法
意
ず
づ
き
は
第
需
產
業
の
お̂

で
あ
つ
て
フ
#

速
に
軍
需
產
業
に
轍
換
.せ
し
め
ら
れ
得る
こ 

と

な
: <
而
^
國
民
鉍
國
內
に
於
^

^
高̂
い
坐
活
氷
準
紀
到
達
す
る^ -
必
要
な
品
の
生
：產
を
增
：加*
る
^

が̂
で
き
、且
つ
多
歐
な
：る
商
品 

E ,
多
量
に
：輸
出
す
る6
:と
が
で
き
る
2:
'
ヶ
な
產
業
構
造
を
苒
建
，し
發
展
せ
し
办
る
と^ :
ぅ
問
題
は
、'入
類
の
經
驗
.に
於
て
前
例
の
.な
い
こ
へ
' 

と
で
あ
み
0
こ
双
努
为
は
：必#
ゃ
4
:-<
-
_の'試
行
錯
现
を
含
^
;
:從
：っ
て
日
本
が
興
び
堅
實
な.齡
濟
的
甚
«
< D
J b
に
：安
定
す
る
迄
ヒ
は
兹
餘.

.
曲
折
$ :
-
-
.
免
れ
海
ぃ
：；で
ぁ
ろ
う

」

，
綠̂
論
す
气 

.

.
：V
 

'

:-
.次
^
博
士
故
？
日
#
の
姐
我
.の
人
：ロ
を
現
积
め
：生
难
水
準
ヤ
扶
養
：じ
ゼ
^ :
会

と

.す
：
ら

困»-
-
龙

泰
 

::

し
：.い
、結

梁

を

招

來

ず

る

.か
ら
、
將
來
ホ
ロ
の
見
透
じ
を
つ
け
ね
ば
啟
ら
ぬ
と
し
て
、
今
後
の
出
生
率
と
死
亡
率
の
動
向

.を
員
.^ ：
す
る
。 

者
は
何
.か
特
別
の
: #
*
:.
€
)離
难
^
れ
ぬ
限
^ ;
次
.'-
(
D.-
H
-
*
#
間
に
現
.衣
(7
)
'
:
ー：1
1
1

〕

.ー.：.。；八
が
，' £ij

^ :
低

-1
^
す
.る
|
|
^
.殆
^
考
え
ら
れ
ナ
' 
後
者
は
m 

に

：
 
一
二
と
い
う
慾
異
的
低̂

を
示
し
て
い
る
如
"「

も
し
充
分
な
援
，助
が
與
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

11 、

三
年
の
間
笊
®
に
幾
n

,

Tt .
:
る 

で
ぁ
ろ
う」

。
か
く
て
尚
然
增
加
は
、
た
と
え
今
ロ
め
ニ
ヒ
と
い̂來
曾
有
ぬ
高
率
^
維
持
逢
队
取
い
げ
じ
て
も
ジ
增
刺
の
絕
對
數
ば
依 

.然
極
ーめ

：.

て
; *
;̂
^
:も
：
. 0
. *
^

^ .
; ^
':
?
:
^
4
は
藤
で
：，
：' 3
^
め
經
濟
的
要
f
i在
題

レ
•̂
•
仰
本
の
實
务
の
將
來
を
展
望
す
る
。#
て
英
断
の 

占
め
たl

o
r

k
s

l
i

o
p

 

f

- H
h
e W

o
r

l
d

の
地
.位
を
も
し
円
木
が
ア
，ジ
ア
に
於
て
占
め
る
こ.と
が
で
き
る
な
^
、'.
,問
題
忒
多
分
に
靜
消

.
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す
る
が
、
陬
士
は
H
本
の
贫
弱
な
资
淑
と
旅
設
と
技
術
を
以
て
し
ズ
は
倒
底
外
國
と
の
競
爭
に
打
苋
つ
た
所
澌
の
地
位
を
占
め
る
乙
と
ば

. 

八
ヤ
>
:な
赛
法
著
视
; ^
へ_

_
屯
:.
»
-'
'

合
成
繊
»
ぐ
綿
翁
物
乃
至
.は

. #
:
«
2
^
»
來

釔

漱

就
: 1
:

が
、
：0' M
も
^
糙
及
び
m
身
^
充
_

:5
程
度
に
は
«
餃
ぬ
%
ろ
5

^

さ
れ
る
一
つ
.の
辦
實
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
被•ア
ジ
ア
諸
國
が
次
第
に

H

業
化
し
、
そ
の
た
め
機
敏
類
に
對
す
る
需
要
が
漸ti *
*
.
る
ご
ん
は 

考
え
ら
れ
る
が
、そ
の

爲
に
，必
耍
な
多
翻
な
^

は0

ら
調
達
す
る
こ

と

は
で
き
な
い
。
い

ま

の

と

こ

ろ
こ
れ
は
求
國
か
ら
求
め
拉
ば.な
. 

ら
ぬ
が
、「

米
國
ギ
こ
れ
ら
借
款
國
に
、隨
意
の
國
か
ら
資
本
財
を
購
う

こ

と
を
Z許
す
で
.
ろ

ろ

か
、

茜
だ
就
わ
し
，S
Q古
來
贤
權
國
ぼis.

る
も
.の
、で
.ぁ
り
、
.供
か
.に
«
、る〕

も
の
と
は
考
£
ら
れ
な
い」

。
併
し
假
j
に
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木
財
が
R
木
か
ら
求
め
-ら
れ
た
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結
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，
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及
び
原
料
を
購
う
に
足
る
火
規
模
な
對
外
贸
易
が
可
能
と
し
て
も
、

い
つ
担
も
そ
れ
を

M
け
う
る
•か
^
う
加
_
膨
問
で
，ぁ
.：る」
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か
く
て
傅
士
は
我
國
の
人n
對
經
濟
の【

厨
の
不
均
衡
は
必
至
と
し
、一

般
に
考
え
ら
れ
る
對
策
を
顺
次
檢
討
す
る
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技
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進
歩
で
あ
る
が
、
张
沽
水
,
が
低
く

'1
1
つ
人
ロ
增
加
が
放
任
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
‘
>
1
:
廣
カ
の
墦
加
は
现
.布
人
口
の
注
活
水
準 

を
向
上
せ
、し
め
が
い
で
、
總
べ
て
咁
加
人
ロ
に
化
ガ
'
了
ぅ
。
'笟
ニ
は
、
新
領
土
の
獲
得
で
あ
る
が
、
14
土
は
今
H
の
事
if
で
は
戰
爭
に 

訴
へ
る
と
と
な
く
之
を
®:
,现
す
る
と
と
は
不
可
能
な
り
と
し
、
BI
K
敷
延
し
て
、
人

|-
1
壓
カ
が
戰
爭
の
有
カ
な
動
機
と
な
る
こ
と
を
說
明 

す
•る
。
最
後
に
移
民
に
言
及
し
、

=
!木
が
規
布
人
|?
を
保
つ
た
め
に
は
年
-々
1
1
:
1
:

れ
十
與
を
送
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
元
よ
り
望
み
雛
い
こ 

と
、
ま
た
移
估
於1

般

に

烁

隅

の

人
：：：！p

加
を
促
す
傾
き
に
あ
る
こ
と
が
ら
、
そ
れ
が
適
當
念
途
で
な
い
こ
と
を
結
論
し
て
い
る
。

か
く
て
博
士
は
靈
に

^
木
人
ロ
政
囉
の
办
要
と
布
り
方
を
率
奵
に
述
へ
べ
て
H く
、

「

ロ
木
の
.如
き
人

|'
!

過
剩
阈
に
於
て
勸
街
さ
る
ン
べ 

き
觖
も
合
现
的
な
政
策
-
c
t
l
l
e 

m
o
s
t

 reasonable p
o
l
i
c
y
)

は
、
そ
の
人
门
を
ば
彼
维
の
利
州
し
ぅ
る
资
源
の
限
界
内
に
於
て
：
^
 

七
ぅ
る
裎
庇
で
減
/Aノ
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る」

と
。

博
士
は
七
れ
を
說
明
し
て
い
ろ
、「

此
生
率
低
下
を
促
迆
す
る
こ
と
は
結
周
に
於
て 

人

n
腿
力
に
對
す
る
治
獠
藥c

c
u
r
e
v

と
命
名
し
ぅ
る
唯
一
の
政
策
で
あ
る
。
素
よ
り
も
れ
は
、
年
：產
增
强
。
徵
外
贸
易
擴
狠
•
大
規
模 
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額
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著1>
-
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增
加
し
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ち

^
康
«
人
0'

.备
の
.で
^

.̂

^
の
焉
情
は
.人
ロ
稠
逾
な
..地
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^
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_
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ロ

增

加

率

が

生

產

增

加

率

よ

'.
!
)
.̂殺
慢

忙: ^
^
^
^

*
. 

.
V 

.

 

...
 

■

 

‘

 

-
•

 
■

 

•
.

 

....
 

.

:

f
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ロ
木
は
過
多
の
小
兒
を
か\

え
て
；.い
；る
た
め
に>
:

遺
憾
な
，が
ら
生
活
水
準
改
善
の
見
透
ほ
極
め
で
晴
い
と
結
論
せ
ざ
る
を 

い
が
、
：
こ
0>

事

實

を

掩

飾

し

’
た
-:
1
)部
觀
的
に
解
決
す
る
こ'&
は
、.
1
1
:本
人
に
：對
し
弋
も
弛
界.に
：對
し
ズ
も
決
し
：て
親
切
な
や
リ
方
で 

猇
な
^」

。
か
く
次
傅
士
は
相
本
政
府0

產
兇
制
_

に
：對
ず
る
微
溫
的
德
度‘を
非
難
し
：、
：
無
爲
は
安
易
な
途
扒
も
知
れ
な
V

が
、.
襄

に

.
i
つ
て
責
任
が
囘
遯
さ
れ
る
わ
け
.で
，は
な

v>
.と
し
て
.、：
積
極
的
決
意
を
要
望
じ
て
V
る
。

#

成
す
ベ
:^
と
言
ぅ
の
で
な
：く
、.「

彌
民

->
ー
し
て
人
5
1制
限
に
ょ
.つ
.て
の
み
彼
.等
が
、
炎
.と
^
生
活
水
準
の
引
上
^,
と
ま
で
は
行
か
な
ぃ
に 

し
て
も
、，少
乂
と
も
そ
の
.低
下
.を
防
止
1>
ぅ
：る
と
い
ぅ
寒
實
を
納
得
せ
^
め
.る」

こ
と
.を
.要
求
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
V
Cの
場
合
、
峙 

.に

.必
要
な
之
'と
は
、.元
來
如
必
ば
國
&
の
_
出
討
議
に
.ょ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
民
-奪
々
義
^.
習
熟
し
な
い
ぽ
本
人
_に
あ
つ
て
は
、
.

「

指
導 

者
が
國
民
に
人
，0,
制
限
の
必
要
を
^|
克
！1
1
|
つ
こ
の
制
限
に
不
可
缺
な
知
識
を
與
ぇ
る
と
と
を
出
來
る
だ
け
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る」
'と
結

■
な

ほ

傅

士

は

制

故

ア

メ

リ

功

が

日

本

；
9
と

の

問

題

に

冷

淡

た
'!
)
得

な
.い
4
を

說

明

し

て

い
.
.
ふ
。

そ

の

理

由

はt

一
つ
あ
る
と
ハ
ぅ
。

第
一. 

は

ロ

本

の

經

濟

的
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メ
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萬
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,
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壞

す.る
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^
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す
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。
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4

る
博
士
と
し.
て
、.
.：ど
の
點
：を
，强
調
す
る
：の
.は
不
思
議
で
な
い
。：：：
.
.そ

し
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^
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追
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て
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朝
レ
た
ゥ
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ブ
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.
シ
博
士
は
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ヾ
同
匕
；<;
天
然
資
源
局
顚
問
と.し
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六
月
十
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ケ
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滞
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諭
じ
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郎
ち
兩
博
士
■の
一
一.論
文
は
相
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^
腐
接
な
關
連
が
あ
.及
、"謂
わ
ぐ
兩
著
相
俟
つ
そ
一

0

の
報
街
文
を
成
す
も
の
.と
見
て 

-ょ
.い
：の
，谬

る

デ
3
 ノ
ル
.
f

て
.
.日
く
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昭
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一.十
一
：：ー
牟
かB-
一
一
rp
■
年
に
於
.け
^
高
出
坐
率
の
.意
義
に
つ
い
で
は
見
解'は
■
々
.で
あ
る
。
或
る
‘人

々

は
.*
正

九

年

か

ら
 

:昭
和
十
四
年
ま
'で
霞
^
た
漸
減
傾
尚
は
證
し
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今
後
久
し
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萁
つ
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條
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現
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釋
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い
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後
奪
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日
本
の
連
徵
は
合
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固
の
そ
れ
と
類
似
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せ
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の
：と
信
ず
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と
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政
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猶
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る
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つ
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壓
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刻̂な
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：て
こ.の
时
羅
を
探
リ
土
げ
た.と
ど
を
；縦
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し
か
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な
い
よ

.ぅ

な

內

容

で

あ
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に
.
幾

分

の
*
き

を

示

，
し

て

い

る
。

博
士

も
.

ダ.

ム
ソ
ン 

傅
士
と
全
く
同
様
產
兒
制
限
の'み
が
最
も
適
切
な
.宇
段
楚
と
考
ぇ
'て
い
る
.が
、
.
.本
に
ば
道
鶴
的
i
宗
敎
的
'
•
國
家
主
義
的
理
由
か
ら
の

反

對
が
少
:<

な
：い

:̂と
^

及
ガ
思
に
、
藥
兒
制
孩
論
素^
1

、部
^

百
萬
は
%
加
せ
ざ
；る
^
得

な::
^

と
考
ぇ
て
化
る
ど
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袭
て
.い
.る
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參
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ぁ
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激
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濟
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^
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節
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/ *
牛
通
過
し
翌
平
修
正
さ
れ
た.優
生
#f

法
で
あ
る
。
阆
知
の
如
く
前
背
に
よ
っIて
從
來
禁
止
さ
れ
て
い
た
避
姙
藥
の
製
造
と
應
ヌ 

が

(
昭
和
ー
ー
，
十
ー

¥
焯
也
将
の
-规
約
に
合
致
す
る
限
り

〕

公
詐
、2
れ
た
。
陴
士
が
來
朝
さ
れ
た
の
ホ
⑷
法
が
贤
施
に
移
さ
れ
る
択
前
か
ら
砍
後 

に
.か
け
て
の
峙
期
で
あ
っ
た
關
係
か
ら
、
竹
に
關
心
を
抱
い
た
よ
ぅ
で
、
私
向
身
傅
士
に
始
め
て
お

'#
い
し
た
の
は
某
製
藥
舍
社
に
於
て

'
産
及
び
贫
闲
階
級
に
於
て
特
に
然
る
こ
と
を
發
風
し
た
と
記
し
て

■

い
る
。
但
し
べ
ッ
サ
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に
つ
い
て
は
、
顧
問
が
翳
師
の
指
.示
を
受
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ず
に
購
ぅ
た
め「

不
便
と
，失
肊
に.0;

き >

 

不
評̂

招
く
か
も
知
れ'
な
い」

と
、
注
意
し
て
い
るto
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坐
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十
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( 0
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生
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張
を
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數
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’進
め
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こ
と
は
確
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一
一
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女
1
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、
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三
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、
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五
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舊
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植
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こ
と
に
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然
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逾
任
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さ
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か
っ
た
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國00
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鸯
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問
題
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潘
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潤
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近
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梁
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。
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れ
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近
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「

栩
衆
の
人
(1」

は
所
謂
ア
ジ
ア
的
人
口
の
諸
問
題
を
概
觀
し
、
大
要
次
の
如
く
論
じ
て
い
る
。今

：：：

世
界
人
ロ
.

救
以
上
. 

は
ア
ジ
ア
に
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布
し
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勢
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最
も
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し
い
が
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人
當
，り
の
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迷
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い
る
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於
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}
。

印
度
及
び
ジ

/

ャ
ヴ
ァ

に
徵
す
れ
ば
、「

货
齊
的
進
步

.の
成
果
は
生
'活
水
準
及
が
儆
康
.の
：上

昇

ょ

り

は

人

.ロ
增
加
に
於
：て
^

顯̂
著
，

丨
：
ー
世
紀'前
ょ
タ
^
^

-

•

: 

- 

-•• 

• 

.

.
ン
.

. 

.、.

.

.

..
 

•, 

^

跡
は
な
い」

。
極
來
に
秧
序
と
安
寧
をa

す
た
め
の
*

礎
要
件
は
、
か
く
て.
過
剩
人
口
の
克
服
に
布
る
の
で
あ
ク
て

’

そ
れ
が
同
時
忙#

• 

• 

I 

n

界
平
和
の
淦
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
。
 

‘

•
 

: 

f
 

-
-
こ
 

-
■
.

.

;;
.
:
•
報
街
書
.はE.

本
に
於
け
る
戰
前
め
人

ロ
：.

の
激
.增
.と
經
濟
的
進
#
の
概
要
を
記
し
>
一.靡J

生
活
.水
準
の
上
昇
、：
死
亡
率
の
低
下
'
;
;
い 

■ム
羅
の
出
生
率
の
低
下
に
ょ.つ
て
、
;|
1
滗
の
人
ロ
_的
宿

命

の

，
激

言

を

.覆
ぇ
1 ;
た

^
ら

-<
;

'極
東
.の
.难|

の
國
で
あ
ろ
.ぅ」

と
緒
論
し
て
い 

，る
々
#
し
次
で
經
濟
的
進
步
の
两
容
を
故
討
し
、
包
藏
さ
れ
だ
^

^
指
摘
し
て
日
く
ぶ
生
產
年
齡
人a
紐

.增
大
し
つ
i

つ
た
が
、 

帝
國
'主
義
の
.同
桦
者
た
る
軍
襄
的
擴
大
、
：
重
エ
業
及
、び
軍
需
產
業
が
ょ
く
之
.玄
阪
牧
し
、
、同_ぎ
^
轸

住

及

办¥ :
國

主

義

は
 

減
す
る
安
<今
瓣
と
，な
り
、
：敎
育
及
ぴ
退
廠
制
度
：の
普
及
は
靑
少
，年
及
び
老
人
の
就
業
を
防
止

.し
$

…

い
•併
し
人
口
と
經
濟
と
の
斯
か
る

.-:

-
.
. 

.

:.
/-
 

...... 

f
 

-
 

.....
 

一
 

-

.

-

.

'

.
 
V"
 

:

.
•
•
' 

.

調
盤
は
闺
外
的
に
は
平
和
を»
す
所
以
で
な
.く
、
國
内
£
,於
て
は
個
'人
^

_
11
1
|
1
:
,

を
.增
進
.文
.石 

ク
た」

と
。
.

，
' 

V 

' 

.
次
で
：報
街
«
は
明
治
維
新
以
降
- 4
次
終
戰
ま
.で
；の
日
本
.の
_人
.ロ
の
.推
移
、
挺
に
死
亡
摩
及
び
此
生_ Q,

變

化

、を

取

扱

ぅ

。

衆

洋

の

他

の
 

國
々
に
較
^

汩
本
の
保
健
狀
胳
麻
遙
か
に
饅
秀
愈
り
と
み
醫̂
及
び
衞
生
の
進
步
0 0
.跡
を
迪
づ
て
ぃ
る
：が
'

「

戰
前
の
白
木
の
保
健 

狀
態
は
極
來
.の
水
準
か
ら
見
.れ
ば
莨
好
で
パ
特
に
死
亡_
少
低
下
は
.著
し
.ぃ
が

、
，
而
^
豫
防
醫
學
及
び
公
樂
衞
生
の
點
で
は
歐
米
に
較.べ
. 

二
十
华
乃
至
三
屮
年
缠
れ
て̂
た」

。
戰
爭
七
洪
に
.醫
師
ゃ
看
護
婦
が
濫
造
；
'さ
れ
、
1:
:
'
-
の
牴
下
は
甚
究
：し
く
、

「

米
國
の
標
準
に
ょ
れ
ば
、

こ

I
.ら
看

護

婦

の

大

部
#
は
#
添

9

3

30,
印
&-
巴

\
の

程

度

を

也

で

ず

、

醫

師

も

亦

、

. 一

部

を

除

け

ば

：費

用
.に
な
：ら

似」

i
こ
.き
お
ろ 

し

て

い

る

，

死

亡

率

低

下

或I

f

の
.延
長

も
|

^

'ニ
〇
年
前
後
の
ポ
ー
ラ
：ン
ド
、
ブ
ル
ガ.P
:T
>
ゥ
グ
德
ィ
农 

卜
與
子
¥
均
壽
命
も
合
衆
國
の.非
0-
色
猓
子
幻
ぞ
れ
'に
及
ば
な
$
:つ「

だ」

と
い
い
、
改
：

i,

の
：餘
地
.の
.多
分
忙
ぁ
0.
.た
ヒ
と
を
述
べ
ズ
い
る.0

::

出
生
率
も
土
業
讹
と
並
行
し̂
漸
^

、̂
大
正
九
年
0
1一

一

六
は
HS
>F
n
+一
一#
.に
は
a

4 
、
總
#
出
產
率
で
い
ぇ
ば
 
一
一
>'
モ
が
ら
ー
.ー
，
一
.一

.

.

.

.

.

.

.
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■に
：低
下
し
i

、
そ
の
後
の
堦
殖
政
策'は
：こ
"の
傾
肉
贫
阻
止
し
.た
''
°
戰

爭

：
に

：
ょ
.つ
'て
苗
七
十
禊
の
，犠
胁
を
出
し
だ
：妒̂
^

:.
は
開
戰
當
時
に
較
べ^
八
十
七
离
も
#'
く
.广
以
後
は
膨
大
.な
：歸
遨
者
群
、
姐
生
率§
激
增
七
死
色
率
の
驚
異
的
低
下
に$

'.
:手
萬

：を

突

破

す
.る
£
至
つ
％

報

告

書

が

と
.̂

で

特

£
重

歡

す

る

の
.は
出

生

ど

死

丈

と

の
'甚
だ

：し
'い
..不

均

衡

で

务 

'
.し
戈

死

亡

率

は

其

後

急

角

度

忙

下

降

し

、
:,
-
'昭
和

1
1.十
1
1使
忙

は

十

八

：に
、
て.1

(

1十
- 

こ

れ

に
.
. 

'
妨

占

領

軍

：の

努

カ

が

決

定

的

役

割

を

演̂
汔

.の
ー
で
,
ク
ヤ
.デ 

U

的

g

明

#

ぃ

ま

'之
S

本

て

出

生
i

終

馨

^

.
つ
.专

は

》

ぇ
な
ぉ
三
四
こ
ー
を
示
し
た
。

 

• 

V 

:
•
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:
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:
ど
れ
ち
1:
1提
か
し
て
.報
$

#ぼ
辭
策
の
問
題
を
：採
土
げ
る
。：，：冒
風
に0乂
^
戰
後
卧
本
の
人
ロ
§
^
ぼ
、
^
^

»/
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{

む
つ
加
し
い
。.
農
業
國
へ
'の
邋
元
は
不
可
能
で
ぁ
る
。’そ
れ
で
は
食
ぇ
啟
い
か
ら
.。..戰
前
，§.半
エ
業
化
狀
態
：へ̂
 

.

で
ぁ
る
。
人
ロ
.咐
加
は
今
後
も
數
十
年
に1
つ
て
避
け
ら
れ
な
い
加
ら
。

.：今
後
ニ
十
带
に
生
產
年
令
人
ロ‘は
九
百
萬
は
；增
加
す
る
。t
れ
：
 

:へ
を

減

ら

す

に

味

久

し

ネ

に

瓦

；つ
：
で
；
ギ

ャ

(7
>
出
產
^"
減

^
さ
粒
ば
な
ち
ぬ
巧
.
の̂
可
能
族
ば
；少

沒
^̂
^

し

て
努

働

戰

線

に

參

加
す
る
0
そ

し

て

そ

の
大

部

分

，は

結

婚

k
.

 p
o
t
e
n
t
i
a
l

.Pa
r
e
n
t
s

 
:
の
%

哪

と

1
る

の

で

扣

る」

。

で
は
.日
本
人
は

■'
<
,'.
パ
：
か
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へ 

v
:
'
.
:
.
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:
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/
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"
.
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眞
劍
に
.こ
の
^
加
倾
向
の
抑
止
に
努
め
て
い
る
か̂
い
え
ば
、
ノ
ー
で
あ
る
と
言
っ
て
、
そ
の
，無
關
心
さ
を
實
め
て
5、§
.o「

n
木
人
の

;
.

'
;
i
. . 

- 

.

.

.

'■
.
-■.
.
 

- 

,, 

. 

.
■
' 

) 

- 

. 

. 

/
. 

. 

.. 

.
-
'
.
■
■-
 

-:-
.. 

■
.
 

' 

-- 

‘ 

-
.
- 

...:-

夫
部
分
は
人
;0
問
題
艰
1|
大
名
釔
：
ロ
：先
：
で
喋

>
る̂
.だ
け
で
彭
$
1-
-逾
陶
汰
說
龙
 ̂

唱
え
^
れ
、：.
'出生
.0抑
制
は
民
族
の，
. 

質
を
惡
化
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
歷
哝
、
理
論
い
統
計
の
硏
究
は
少
く
々

i
、

が
、t

農
業
地
方
の
出
産
力
を
い
か
に
す
れ
ば
急
速 

に
低
吓
せ
し
め
ぅ
る
か
、
こ
の
具
撤
案
は
ー
问
に
考
え
ら
れ
な
い
。
放
茌
が
長
期
解
決
の
延
期
を
意
味
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
な 

'

.

;̂
ー
象
邏
_
か
未
終
大
$
&妨
費
飾
作
用
を
寒
ぼ
：1,
で
旄
り「

特
;̂

過
去
の
、增
_
政
策
奴
豪
ー
辑
さ
れ
で.̂
&
^
.帝國
べ
の
» 

_
_
_く
、：：特
控
重
大
每
の
：は'>
入
ロ
郞
國
カ
ぬ
猶
覺
が
ら
.覺
办
な 

' 5

る
。.：政
聽
ゆ
表
面
的
ぬ
饮■
生
_
の
改
班
や
人
&
問
題
維
議
會
の
設
置
等
に
：ょ
^ ,

:

な
い
。「

印
木
政
财
も
^
し
八
げ
も
彼
鴿
の
努
カ
今
死
亡
雖
の
引
上
げ
に
集
中
し
、
出
產
率
に
っ
い
て
は
個
人
の
決
觉
に
委
ね
て
い
る

」

。
 

」

：；
;1
實
日
：本
の
.死
_
率
は
人
.裳
養
カ

比̂
瓞
^
て
；不
']
|
|然
ヒ
俾
い
_:の

で

ぁ

き

一

：:
'
.
.
.:

.

:

報
告
書
ば
部̂
ザ
唱
,»
名
れ
る
：_
:に
ょ
洛
暫
狹
を
香
定̂

:て_
ぞ「

大
雜
把
な
計
算
-̂ 

.的
移
民

ょ̂
っ
セ
太
い
杧
人
ロ
壓
カ
忆
被
和
す
ざ̂
と
が
本
可
歡
方
こ
と
が
判
を
ァ
昭̂

と
す
れ
ば
、
次
の
二
十̂
間
に
生
產
年
令
人
口
は
千
八
百
离
增
加
す
る
。
こ̂數
>
相
劉
的
に
不
變
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、1ー
十
¥
間

.

.

.
 

/
. 

.

. 

-
, 

■

'

_ぃ
に
缉
っ
：て.每
;:
3
ー.千
.五
亩
.人
め
诚
入
產
.り
出
さ
；ね
：
ぼ

.な
ら
.ぬ
|°
こ
：の
|
1
1
|
大
尨
數
も
成
人
警
減
少
せ
.し
 

單
に
增 

1
し
め
な
f
け

ぶ

#
。
；
，

え

菅

谓

舶

し
て.も
、：

：

内
地
の
：不
斷
の
人
：ロ.增
加
を
防
止
す
る
程
度
，の
大
量
移
民
ほ
：到
瘅
考
え
ら
れ
な
：い

」

：-と
。-そ
し
.て
工
業
化
に
ょ
る
人
.：
エ
抉
養
カ 

の
見
透

し
に
.

っ
：い

て
は
、

玉
記

ク

ム
ソ

ゾ

博
^
の
ぞ
れ
と
異
：&な
K.

.:

報
吿
書
は
.日
本
の
：出
産
率
の
自
然
的
漸
減
ぞ
可
能
視
し
て
い
る 

が
，
同
時
に
、
：か
ふ
る
低
下
が
、：：そ
の
放
任'さ
^

た
揚
含
ク
餘

 

て
次
の
如
く
論
じ
、

,
以
て
結
論
と
し
て
い
る
の
で
あ
る0「

田
木
人
の
出
産
率
於
近
代
を
通
じ
て
漸
減
し
來◊た
こ
と
は
、
徐
て
の
歐
米
人
の
爆
合
と
異
ら
ず、. 

ゾ
';

_
e
.
.
の
：低
■

^

■

■
_

へ
：1 ;
^

.

趨
勢
の
延
長
に
恶
い
て
勝
來
豫
想
さ
れ
る
そ
の
低
不
は
、，
こ
の
極
，め
て
俯
題
の
，地
域
に
於
け
る
經
濟
的
進
歩
と
政
治
的
安
定
を
宠
分
危
胎 

に
瀕
せ
し
め
る
ほ
ど
の
人
口
集
積
を
间
避
，

K

る
•に
は
金
く
不
充
分
な
こ•と
も
亦
明
^
;̂§T

る
，

」

と
。
'そ
し
て
報
街
遨
が
最
後
に
特
に
强
調 

.一：；

_
る
_も
；.の
_
:議
爾
策
办
_

»

藤

む
。
こ

れ

ら

の

ど

れ

か
一つ
を

採
上
げ
て
他

無̂
視
す
.る
こ

と

はr

部

分

的

解

狹

と

は

な

る

れ
;̂

知

れ

な

い
が

、

：全
體

と

し

て

は

却

つ
て
、
： 

,

間
題

を

變
化
す
る
供
れ
が
あ
一
る
。
f

一
 
切

の

藥

比

，人

口h

與

え

る

結

果

と

い

ぅ

觀

點

か

ら

檢

討

意

，、、へ
き
こ
とIび
に

？

'の
人
口 

へ
政
策
は
そ
の
尉
會^
、

鸫

濟

'l
y
«、
政

治

的

叫

題

へ

の

作

用

と

共

に

、

そ

れ

と

の

内

部

的

一

賞

性

(
internal 

c
o
n
s
i
s e

n
c
y
)

 
'の
觀
點
か 

ら

檢

討

さ

れ

ね
，ば
な

ら

な

い

。

何

れ

に

せ

ょ

、

人

ロ

政

策

に

卽

效

が

な
“
と

い

ぅ

理

凼

で

こ

れ

を

閑

却

す

る

こ

と

は

、

E
：

本

の

經

濟

的

進

.

‘
..、
•
'
.

•■
....
■.
 

.......

■«.

. 

-
•
..
■'
.... 

' 

,

'.
-
、.
-
.

.'

.‘ 

-
ノ. 

.-•• 

. 

.-:; 

- 

... 

.:•+•-

:.
:...... 

•
»
■

...

 

.. 

V

:-
;
.
. 

•

一：
'
.
.
-
'
•
'
*
•
‘••..'.'

.■
'.<-
•;
... 

..V 

.

•
 

. 
•

.'
•
-

.
......

へ.-'
.
+■•
-
 

.... 

.. 

..

炎
を
遲
延
せ
し
む
る
所
以
で
あ
り
、
否
、
そ
れ
を
否
定
す
る
撕
以
で
あ
る
と
し
、
'報
街
書
は
重
ね
て
ぼ
本
政
砑
の
消
極
的
態
度
を
戒
し 

.め
、
速
か&'
決
意
を
促
し
.て
い
’る
の
で
あ
る
。，

，
 

 ̂

.

.

、

•
:
:
。
.
<
;
以

, ^
が

.0
^

£
;^

_
多
蓽
^

い
る
。
こ
の
結
論
は
人
口
と
福
看•の
關
係
、
人
«:
に
關
す
る
知
_識
の
必
耍
、
政
策
と
理
論
と
の
瞄
連
、
齔
舍
时
歡
點
の
必
要
、
人
p.

問
題

硏
究
法
の
唯
か
方
、
均
衡
的
發
展
の
間
題
の
如
き
何
れ
も
基
本
的
命
■題
に
翻
す
る
も
の
，で
、
調
查
國
の
學
的
水
準
の
高
さ
を
端
的
に
表
明 

す
る
も
の
で
あ-る
。
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茜
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す
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